
 
  
 
 
 
 

※ 発生件数の高齢者とは、65 歳以上の方が

第１当事者となった事故件数です。 

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
発生件数 死者数 負傷者数 

令和６年 1,014 件 10 人 1,167 人 

（高齢者） 269 件 6 人 222 人 

令和５年 1,012 件 20 人 1,120 人 

（高齢者） 309 件 12 人 223 人 

富山県内の交通事故発生状況 

（令和６年７月末現在） 

 こまめに水分を補給し、大量に汗をかいた場

合は、スポーツドリンクなどで塩分も補給しま

しょう。 
また、えり元や袖がゆったりした通気性の良

い服を着たり、ひんやりグッズを活用し体を冷

やしたりして、体温調節にも注意しましょう。 
 

 

 県内の令和５年中の交通死亡事故件数 30 件中、ぼんやり運転・

わき見運転による事故件数は 15 件と半数を占めています。(自転車

事故含む) 

 前方不注意は、対向車線へのはみ出しや路外への逸脱、歩行者事

故の原因となります。車を運転するときは、「いつもの道だから…」

と油断することなく、安全確認を徹底し、目的地まで運転に集中し

ましょう。 

 夏の暑さで注意力が散漫になりがちです。こまめに休憩をとり、

ハンドルを持つ際は、緊張感を持った運転をしましょう！ 

 暑い日がまだまだ続きます。暑い時間帯を避けて、薄暗い早朝や夕方

に出かけるときは、必ず、反射材を身につけてお出かけください。 

日中の時間帯に出かける際は、熱中症にも十分お気をつけください。 

 

 


